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1. はじめに 

 温暖化や降水形態の変化が現在よりも顕在化し

た場合，融雪水の流出時期の早期化や流出期間の短

期化によって，農業用水や工業用水として利用して

いた融雪水および地下水を安定して得られなくな

る恐れがある．そこで本稿では，既往研究では取り

扱われなかった観測所を含む 54 地点において，冬

季における気温，降雪量，積雪深の観測資料を収集・

整理し，トレンド解析を利用し変動傾向について調

査した結果をまとめた． 

2. 使用データ 

 本解析では，県から提供された 64 地点の観測デ

ータを使用した．表-1に各々の観測所の観測期間と

基本統計情報，統計解析の結果を示す．また提供さ

れた全 64 観測所の観測データのうち，10 地点（表

-1，地点番号 55～64）の観測期間が 10 年未満であ

る．そのため，それらの観測所においては変動傾向

を判断するうえで過少であると判断し解析から省

いた． 

3. 解析方法 

 現在までの温暖化を把握するために，富山県がこ

れまでに観測した気温，降積雪資料 1)を整理し，変

動傾向を解析した．本県の水文データの変動傾向の

解析手法としてMann-Kendall検定を用いて解析を

行った．Mann-Kendall 検定はノンパラメトリック

な手法であり，トレンドが線形か非線形かを問わず

に資料のトレンドを検定する．以下，西岡ら 2)の手

法に則り検定を行う．気温については降積雪への影

響の大きい 12 月から 3 月の冬期平均気温を利用し

た．さらに降雪量に関しては冬期平均日降雪量・冬

期最大降雪量・冬期総降雪量の 3 項目，積雪深に関

しては，冬期平均日積雪深・冬期最大日積雪深の 2

項目で解析した． 

4. トレンド解析の結果 

 トレンド解析の結果は表-1の右側と図-1に示す．

気温に関して有意水準が 5 % 未満で増加傾向を示

す地点を赤点，降雪量と積雪深のどちらかの要素で

有意水準を 5 % 未満で減少傾向を示す地点を青点，

降雪量と積雪深ともに有意水準を 5 % 未満で減少

傾向を示す地点を黄色点で表した． 

4.1 気温 

冬期平均気温については 54 地点中 41 地点

(75.9 %)で増加傾向を示した．増加傾向を示した 41

地点のうち 7 地点で有意水準 5 %を示し，5 地点で

有意水準 1 %を示した．有意水準が 5 % 未満で増加

傾向を示す地点は標高の低い平野部に集中した． 

4.2 降雪量 

冬期平均日降雪量に関しては，54 地点中 51 地点

(94.4 % )で減少傾向を示した．減少傾向を示した 49

地点のうち，10 地点で有意水準 5 % を示し，17 地

点で有意水準 1 % を示した．有意水準 5 % 未満で

減少傾向を示している地点は山沿いの地域や山岳

域に集中している．また，増加傾向を示した 3 地点

全てで有意性は認められなかった．次に冬期最大日

降雪量に関しては，54 地点中 46 地点(85.2 % )で減

少傾向を示した．さらに減少傾向を示した 46 地点

のうち 5 地点で有意水準 5 % を示し，3 地点で有意

水準 1 % を示した．また，増加傾向を示した 8 地点

全てで有意性は認められなかった．次に冬期総降雪

量に関して，54 地点中 45 値点(83.3 % )で減少傾向

を示した．減少傾向を示した 45 地点のうち 7 地点

で有意水準 5 %を示し，5 地点で有意水準 1 %を示

した．また，増加傾向を示した 9 地点全てで有意性

は認められなかった． 

4.3 積雪深 

冬期平均日積雪深に関しては，54 地点中 48 地点

(88.9 % )で減少傾向を示した．減少傾向を示した 48

地点のうち 12 地点で有意水準 5 % を示し，7 地点

で有意水準 1 % を示した．標高の低い平野部と県西

部の山際で有意水準が 5 % 未満の減少傾向を示し

ている地点が集中した．冬期最大日積雪深に関して

は，54地点中48地点(88.9 % )で減少傾向を示した．
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さらに，減少傾向を示した 48 地点のうち 6 地点

で有意水準 5 % を示し，7 地点で有意水準 1 % 

を示した．冬期最大日積雪深についても，冬期平

均日積雪深の解析結果と同様に標高の低い平野

部で有意水準が 5 % 未満で減少傾向を示してい

る地点が多く存在した． 

5. まとめ  

平野部において気温，降雪量，積雪深の 3 つ

の要素で有意水準を満たしながら平均気温の上

昇，降積雪の減少がみられた．この結果は初鹿

らによる既往研究の結果 3)と同様であった．しか

し，山沿いの地域や山岳域での降雪量に関して

の結果は異なる傾向であり，本稿では有意水準

5 %未満で減少している地点が多く存在した．そ

の要因としては，初鹿らが使用されたデータ

は，筆者が使用したデータよりも観測開始時期

が早いことが考えられる．積雪深に関しては，

海沿いの観測所で有意水準 5 % 未満で減少傾向

を示す地点が多く存在した．これは，気象庁が

行った長期海面水温データを使用した診断結果 4)

に示されているように日本海中部で 100 年あた

り 1.72℃，日本海南部で 100 年あたり 1.26℃上

昇したことが，積雪深のトレンドに影響を及ぼ

した一つの要因と考えられる．降積雪は気温や

標高，地形等様々な因子が複雑に関係しあって

いるため，多角的な視点で検討を行い，県内の

降積雪の変動傾向を捉えていく必要がある． 
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表-1 観測所統計情報と統計解析の結果 

 

※2002 年に観測所移動 

 

気温

始 終 欠 始 終 欠 始 終 欠

1 富山 9 1973 2015 1973 2015 1973 2015 気象庁 4 3 2 2 1 1

2 伏木 12 1973 2015 1973 2015 98~99 1973 2015 〃 5 3 3 3 3 3

3 泊 13 1978 2015 1974 2015 81~85 1974 2015 81~85 〃 6 2 3 3 2 3

4 氷見 7 1973 2015 1973 2015 1973 2015 〃 6 1 2 1 2 1

5 魚津 48 1973 2015 1973 2015 81~85 1973 2015 81~85 〃 6 3 3 3 2 2

6 砺波 58 1991 2015 1973 2015 81~85 1973 2015 81~85 〃 6 3 3 3 3 3

7 上市 296 1973 2015 03 1973 2015 03 1973 2015 03 〃 3 3 6 3 3 3

8 南砺高宮 91 1973 2015 03 1973 2015 03 1973 2015 03 〃 6 1 1 1 1 1

9 八尾 80 1975 2015 1975 2015 1975 2015 〃 6 3 3 3 3 3

10 猪谷 201 1973 2015 1986 2015 1986 2015 委託観測所 5 3 3 6 6 6

11 女良 30 1973 2015 1973 2015 1973 2015 〃 6 1 3 3 2 3

12 久目 54 1973 2015 1973 2015 1973 2015 〃 4 2 3 3 2 3

13 立野 12 1980 2005 1980 2005 1980 2005 〃 6 2 3 3 3 2

14 福岡 16 1981 2015 1981 2015 1981 2015 〃 3 3 3 3 2 3

15 小矢部 23 1973 2015 1973 2015 1973 2015 〃 3 1 2 3 1 1

16 福野 62 1982 2015 1982 2015 1982 2015 〃 6 3 3 3 3 3

17 福光 90 1973 2015 1973 2015 1973 2015 〃 6 1 3 2 2 2

18 城端 164 1981 2015 1981 2015 1981 2015 〃 6 3 3 3 3 3

19 刀利 370 1973 2015 1973 2015 1973 2015 〃 6 1 3 3 3 3

20 井波 95 1981 2015 1981 2015 1981 2015 〃 5 3 3 3 3 3

21 井口 112 1982 2015 1982 2015 1982 2015 〃 4 2 3 3 3 3

22 上平 328 1978 2015 91~01 1978 2015 93~01 1978 2015 93~01 〃* 6 3 2 6 5 6

23 小牧 120 1973 2015 1973 2015 1973 2015 〃 6 1 3 3 2 2

24 祖山 247 1973 2015 1973 2015 1973 2015 〃 6 2 3 2 3 3

25 利賀 550 2002 2015 1974 2015 93~01 1974 2015 93~01 〃 3 1 6 6 3 3

26 増山 50 1973 2015 1973 2015 1973 2015 〃 5 1 3 2 2 2

27 大門 7 1982 2005 1982 2005 1982 2005 〃 5 3 6 6 3 3

28 射水消防 5 1973 2015 76,77 1973 2015 76,77 1973 2015 76,77 〃 6 2 3 3 1 3

29 大島 7 1982 2005 1982 2005 1982 2005 〃 6 3 3 6 3 3

30 射水 3 1982 2015 1982 2015 1982 2015 〃 3 3 3 3 3 3

31 下村 2 1982 2006 1982 2005 1982 2006 〃 6 3 3 3 3 3

32 婦中 16 1981 2015 1981 2015 1981 2015 〃 3 3 3 3 2 3

33 山田 270 1983 2015 1983 2015 1983 2015 〃 4 3 6 3 6 6

34 室牧 260 1973 2015 1973 2015 1973 2015 〃 6 3 3 3 3 3

35 細入 185 1973 2015 1973 2015 1973 2015 〃 5 3 3 3 3 3

36 大沢野 80 1987 2015 1987 2015 1987 2015 〃 6 6 6 6 6 6

37 大山 128 1981 2015 1981 2015 1981 2015 〃 6 3 3 3 3 3

38 吉峰 227 1973 2015 1973 2015 1973 2015 〃 6 1 3 3 3 3

39 五百石 63 1981 2015 1981 2015 1981 2015 〃 6 3 3 3 2 3

40 舟橋 11 1982 2015 1982 2015 1982 2015 〃 4 2 3 2 2 2

41 上市町 41 1980 2015 07~11 1980 2015 07~11 1980 2015 07~11 〃 3 2 3 3 1 1

42 滑川 20 1973 2015 1973 2015 1973 2015 〃 5 1 1 1 1 1

43 魚津消防 48 1986 2015 1986 2015 1986 2015 〃 3 6 6 6 6 6

44 黒部 28 1980 2015 1980 2015 1980 2015 〃 3 3 3 3 3 3

45 上市ダム 195 1988 2015 93 1988 2015 93 1988 2015 93 〃 3 6 6 6 6 6

46 伊折 420 1973 1987 1974 1987 1973 1987 〃 6 3 6 3 3 3

47 千寿ケ原 475 1973 2015 1973 2015 1973 2015 94 〃 3 1 3 2 3 3

48 有峰 1100 1973 2015 1973 2015 1973 2015 〃 6 1 3 6 3 3

49 黒部湖 1459 1973 2015 1973 2015 1973 2015 〃 6 1 3 2 3 3

50 小屋平 536 1973 2015 12 1973 2015 12 1973 2015 12 〃 6 1 1 1 3 3

51 宇奈月 230 1973 2006 74~77 1973 2006 1973 2006 〃 6 1 3 2 3 3

52宇奈月温泉 230 1981 2015 1981 2015 1981 2015 〃 3 2 3 3 3 3

53 小川 250 1973 2015 1973 2015 1973 2015 〃 1 2 2 3 3 3

54 入善 24 1973 2015 78~80 1973 2015 78~80 1973 2015 78~80 〃 6 1 3 1 1 1

55 宮崎 7 1977 1979 1977 1979 1977 1979

56 蛭谷 120 1974 1979 1974 1979 1974 1979

57 平沢 280 1974 1978 1974 1978 1974 1978

58 境 20 1973 1976 1973 1976 1973 1976

59 八代 80 1973 1979 1973 1979 1973 1979

60 下大久保 54 1980 1986 1980 1986 1980 1986

61 小見 315 1973 1979 1973 1979 1973 1979

62 西赤尾 340 1973 1977 1973 1977 1973 1977

63 室牧川 90 1973 1974 1973 1974 1973 1974

64 久婦須 325 1974 1980 1974 1980 1974 1980

年
最

データ不足
のため検定
から省く

積雪深 12~

3月
年
平

年
最

年
総

年
平

地
点
番
号

観測所名
標
高
（m）

統計期間

備考

統計結果

降雪量 積雪深
気温 降雪量

1 減少傾向 (有意水準1%未満)

2 減少傾向 (有意水準1~5%)

3 減少傾向 (有意性無し)

4 増加傾向 (有意水準1%未満)

5 増加傾向 (有意水準1~5%)

6 増加傾向 (有意性無し)

 

図-1 気温，降雪量，積雪深において Mann-kendall 検定

の結果が有意水準 5 % 未満を示した地点位置図 
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